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はじめに：最近、不揮発性メモリ素子をシナプスとして用いる脳型コンピューターの研究が盛ん

になってきている。シナプス素子には、連続的な抵抗変化と大きな可変抵抗域が求められる。現

在おもに用いられている金属酸化物系抵抗変化素子には、連続的な抵抗変化域が小さいという課

題がある。本研究では、連続的に大きな抵抗変化を示すシナプス素子の実現を目指して、分子圧

縮に基づく抵抗変化を示す素子の開発を行っている。前回我々は、孤立した C60 分子をＳＴＭ探

針で圧縮すると電子状態が変化して、C60分子を介した伝導度が変化することを示した[1]。今回は、

素子構造化を進めるために、固体電気化学反応を利用して探針先端から銀原子を析出させること

で C60分子の圧縮と伝導度制御の実験を行ったので報告する。 

実験：マイカを真空中で約 600℃で 6 時間アニールし清浄化した後、同温度でマイカ上に金を蒸

着して基板とした。ＳＴＭ観察により、Au(111)表面に特有の長周期構造が形成されていることを

確認した。続いて、同表面上にごく少量（0.1ML以下）の C60分子を蒸着した。超高真空 STMを

用いて Pt 探針で孤立した C60分子が表面上に存在することを確認した後、Ag2S 探針に交換して、

同様の観察が行えるかを確認した。次に、C60分子上に Ag2S 探針を配置、探針のフィードバック

を切って電圧走査することで、Ag2S 探針から析出する Ag 原子による C60分子の圧縮と伝導度測

定を行った。 

結果と考察：図１に、Ag2S 探針で観察した Au(111)

表面上のＳＴＭ像を示す。探針先端の形状効果の影響

で鮮明な画像ではないが、C60 分子と思われる構造が

左上部に観察されている。この分子の直上に探針を配

置し、走査型トンネル分光（ＳＴＳ）測定を行った。

Ag2S 探針に正の電圧を印加すると銀原子の析出が起

こり、C60分子が圧縮される。一方、Ag2S 探針に負の

電圧を印加すると銀原子の固溶が起こり、C60 分子は

圧縮から解放されるので、白金などの金属探針を用い

た場合とは大きく異なる電流/電圧特性が観測される。

当日は、これらの解析結果も含めて、詳細を報告する。 
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Fig. 1. STM image of a C60 molecule on an 

Au surface observed with an Ag2S tip. 
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